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東南アジア古典文化論

「インド化（Indianization）」再考　


1.　「インド化」とは

・西暦紀元前後から始まった東南アジアにおけるインド文明の受容。「インド化」を主題としたもっとも基本的な文献はセデス（1968）である。

・セデスは「インド化」を次のように定義している（1968： 15-16）：

インド的王権概念に基づいた文化体系の地理的拡張であり、ヒンドゥー教もしくは仏教の信仰、プラーナ諸文献の神話、ダルマシャーストラの順守によって特徴づけられ、サンスクリット語によって表現されるものである。

・セデス：サンスクリット語による表現という点に注目すると、「インド化」は「サンスクリット化」（人類学の用語としては特別な意味）と呼ぶことができる。

・サンスクリットを記録する手段としての南方系ブラーフミー文字の伝播と普及にも注意（青山2002）。

・インド化は、インド本土において進行していた現象の海外への延長

・「東南アジアのインド化は最初期に北西インドにおいて進展した「バラモン化」の海外への延長である」というセデス（1968：15）の指摘は、インド化の性格を理解する上できわめて重要である。

・セデス（1968：15）はさらに「東南アジアの最初期のサンスクリット刻文の出現はインド本土の最初期のサンスクリット刻文の出現からさほど隔たってはいない」ことをその例証としている。

・セデス「［東南アジアに移植されたサンスクリットないしはインド文明と］ベンガルの「サンスクリット文明」との唯一の違いは前者が海を通じて広がったのに対して後者が陸を通じて広がったことである」

2.　インド化はいつから・どのように始まったのか？

・「長い助走期間」　単にインド人が来訪していた、インドの文物が伝来したというだけでは「インド化」とは言えない。逆に、インド人の「支配」があって初めてインド化が可能となったとも言えない。

・インド人の東南アジア認識：

・紀元前後からあり。ジャータカにおける航海者の物語。『ラーマーヤナ』における言及。パーリ仏典Niddesaにおける言及。

・航海技術の発達

・モンスーンの発見（＜mausimアラビア語「季節」）「ヒッパロスの風」紀元後1世紀頃。

・『エリュトラ海案内記』1世紀頃。

・インド化の担い手は誰か？

・「クシャトリヤ」（武士階級）説：インド人による軍事的征服

・「ヴァイシャ」（商人階級）説：商人の来航

・「バラモン」（学者・知識人）説：F.D.K.ボス。紀元後1-2世紀に大乗仏教が発達し、海外への布教活動がなされた。僧侶の海外布教は交易ルートの確立と関係。5世紀頃には中国人僧のインド留学も開始（法顕5世紀前半、玄奘7世紀中頃、義浄7世紀後半）

・扶南建国神話

・碑文史料：バラモンのカウンディンヤが渡来、現地首長の娘ソマーと結婚して建国。

・『梁書』（6世紀）『南斉書』：柳葉という女王が統治していたところへ、模跌国の混填が扶南外港に至ってこの地を占領し、柳葉と結婚して扶南の最初の王となった。

・オケオ（メコン川下流西方）

・2・3-6・7世紀に港市が存在し。南シナ海とタイ湾を結ぶ中継基地。扶南の外港。

・5世紀―インドネシアの初期王国の成立と「インド文化の爆発的な東漸」

・5世紀、Kutai碑文。Mūlavarman<Aśvavarman<Kuṇḍunga
・5世紀、Tāruma国。Pūrnavarman
・東南アジアの「インド化」とインド文化の「現地化」

3.　インド化を進めたインド側の状況

・インド古典文化の完成と普及

・グプタ朝（320-550）におけるインドの古典文化の完成＞サンスクリット文化が規範化する。

・グプタ朝の崩壊にともない、サンスクリット古典文化の中心がインド各地方に出現。とくに南インドのインド化（サンスクリット化）が顕著。6-9世紀、パッラヴァ朝の発展

・大乗仏教の発達と東漸

・2-3世紀頃、竜樹（中観）、5世紀頃『華厳経』（毘盧舎那仏）。

・ナーランダー僧院（5-12世紀）が仏教の教育センターとして機能。

・奈良東大寺大仏盧舎(遮)那大仏の開眼供養会752年(天平勝宝4)。インド人バラモン菩提僊那が開眼導師となり、林邑楽などが演奏された。

・ボロブドゥール（850-950年頃）。中部ジャワ。『聖大乗論』

4.　カースト制はなぜ東南アジアに導入されなかったのか？

・カースト制はインド文明の根幹であるが、東南アジアには定着しなかった（概念は知られており、現にバリ社会においては形式的ではあるがカーストがある）。

・カースト制：ヴァルナ（ブラーマン、クシャトリヤ、ヴァイシャ、シュードラ）とジャーティ。浄・不浄の観念に基づく階層制度。出自に基づく職業集団を形成。

・「多様な構成メンバーからなる人口の集積」（応地1997: 391）が前提。対して東南アジアは小人口社会。

・カースト制とくにジャーティ制はインドにおいても後代になって発達。

5.　なぜ東南アジアでは「インド化」が先行したのか？

・東南アジアでは中国に隣接するベトナム北・中部において、前111年の漢による軍事征服以来、中国化（漢字、儒教、道教、中国仏教の導入など）が進んだほかは（フィリピン群島などの島嶼部東部を除くと）インド文明の圧倒的影響を受けた。

・中国文明の中心地は黄河・長江流域であり、中国文明の影響はこれらの河川が流れ込む東シナ海に向かった（朝鮮半島と日本）。それに対して、インド文明の中心地はガンジス川流域であり、この川が流れ込むベンガル湾周辺地域に対してインド文明の影響を及んだ。

・中国では宋代になるまで華南の開発が進まず、長く辺境と考えられていた。例：『諸蕃志』『島夷誌略』。インドではベンガル湾の東方はある種の理想郷（エルドラド）と目されていた。例：Suvarṇ̣advīpa（黄金の島）。

・中国文明の中心地から見ると華南・南海は異なった環境であったが、インド人にとっては親しみのある環境であった（熱帯モンスーン）。

・インド洋ではメソポタミア・地中海・インダス文明などが文明間交流の舞台であり、遠洋航海技術が発展した。このことがモンスーンの発見と利用につながる。インド人は遠洋航海による貿易活動に早くから参加した（例：ジャータカ）。

・総じて「インド化」の時代にはインド文明は相対的に中国文明よりも「魅力的」であったと言える。中華中心主義の中国人があえてインドまだ仏典を求めにいったことの意味は大きい。

6.　技術面から見たインド化

・インド化によってもたらされたものは観念体系だけではない。技術面も重要である。なかでも稲作農耕は重要である。5・6世紀から12・13世紀の間にインド型稲作が普及。

・生産性の高い水稲農耕が確立して初めて、人口の集積、高度な文化の受容と維持が可能となった。

・東南アジア大陸部の平原・デルタ部において10世紀頃にはインディカ米（長粒型）に転換

・東南アジア大陸部の平原・デルタ部の伝統的農業に見られる畜力犁耕、散播、鎌刈り、牛蹄脱穀はインド式農耕。また、溜池灌漑もインド系の稲作技術の一環。
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